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Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た
子
ど
も
の
悩
み

相
談
に
取
り
組
む
べ
き
で
は

　

子
ど
も
た
ち
の
心
の
声
を
拾
い
上

げ
る
た
め
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た
悩

み
相
談
が
多
く
の
自
治
体
で
効
果
を

上
げ
て
い
る
と
聞
く
。
市
で
も
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

市市　
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

メ
ー
ル
相
談
を
実
施
し
て
い
る

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
に
よ
る
相
談
受
け

付
け
は
し
て
い
な
い
が
、
青
少
年
育

成
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
メ
ー
ル
相
談
を

実
施
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
学
校

を
通
じ
て
配
布
す
る
相
談
窓
口
紹
介

ち
ら
し
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

窓
口
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
今

後
も
相
談
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。
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登
下
校
で
の
児
童
・
生
徒
の
身
体
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
配
慮
を

　

教
科
書
の
大
判
化
や
パ
ソ
コ
ン
の

持
ち
帰
り
な
ど
で
、
子
ど
も
の
登
下

校
で
の
身
体
的
負
担
が
増
し
て
い
く
。

負
担
軽
減
、
安
全
面
の
観
点
か
ら
、
携

行
品
は
必
要
な
物
の
み
持
ち
帰
る
よ

う
、
適
切
に
配
慮
す
べ
き
で
は
。

市市　
児
童
・
生
徒
の
負
担
軽
減
を

踏
ま
え
た
指
導
を
行
っ
て
い
る

　

携
行
品
に
係
る
配
慮
に
つ
い
て
の

国
か
ら
の
通
知
を
受
け
、
持
ち
帰
る
物

と
学
校
に
置
く
物
を
工
夫
す
る
よ
う

各
学
校
に
通
知
し
、
児
童
・
生
徒
の

負
担
軽
減
を
踏
ま
え
た
指
導
を
行
っ

て
い
る
。
引
き
続
き
、
児
童
・
生
徒

の
安
心
・
安
全
な
通
学
を
指
導
す
る
。
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小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
計
画
の

基
本
方
針
は
い
つ
示
さ
れ
る
の
か

　

小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
等
に
つ

い
て
、
前
回
質
問
し
て
か
ら
１
年
６

カ
月
が
過
ぎ
た
。
基
本
方
針
策
定
作

業
の
進
捗
状
況
と
、
方
針
が
示
さ
れ

る
時
期
は
。
ま
た
、
策
定
に
当
た
り
、

外
部
有
識
者
へ
諮
問
す
る
予
定
は
。

市市　
令
和
４
年
度
末
の
策
定
を
目
途

に
取
り
ま
と
め
た
い

　

現
在
、
庁
内
横
断
型
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
で
作
業
を
進
め
て
い
る

が
、
並
行
し
て
、
外
部
有
識
者
な
ど

か
ら
成
る
検
討
委
員
会
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。
な
お
、基
本
方
針
素
案
は
、

令
和
４
年
度
末
の
策
定
を
目
途
に
取

り
ま
と
め
る
。
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大
規
模
幼
稚
園
を
優
先
し
た
エ
ア

コ
ン
設
置
を
進
め
て
は

　

す
べ
て
の
保
育
室
に
早
期
の
エ
ア

コ
ン
設
置
が
求
め
ら
れ
る
が
、
ま
ず

今
年
度
は
、
園
児
数
が
１
０
０
人
超

の
大
規
模
園
を
優
先
し
設
置
し
て
は
。

市市　
各
園
の
保
育
環
境
の
状
況
を
踏

ま
え
必
要
な
暑
さ
対
策
を
検
討
す
る

　

預
か
り
保
育
を
新
た
に
行
う
保
育

室
、
昼
食
時
に
使
用
す
る
遊
戯
室
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
完
了
し
た
ほ
か
、

今
年
度
は
、
園
児
数
が
多
く
、
昼
食

時
に
時
間
差
を
設
け
る
な
ど
の
密
を

避
け
る
工
夫
を
し
て
い
る
４
園
に
各

１
室
ず
つ
増
設
を
進
め
て
い
る
。
各
園

の
保
育
環
境
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
必
要
な
暑
さ
対
策
を
検
討
す
る
。
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レ
ト
ル
ト
調
理
機
導
入
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
た
の
か

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児
童
・

生
徒
に
代
替
食
を
提
供
す
る
た
め
の

レ
ト
ル
ト
調
理
機
導
入
は
、
先
進
的

な
取
り
組
み
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で

ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
て
き
た
の
か
。

市市　
代
替
食
の
調
理
法
や
保
管
、
配
送

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
し
た

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
児
童
・

生
徒
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
代

替
食
の
調
理
法
や
保
管
、
配
送
な
ど

の
安
全
面
や
手
法
に
つ
い
て
、
検
討

を
重
ね
て
き
た
。
導
入
す
る
レ
ト
ル

ト
調
理
機
も
活
用
し
、
少
量
多
種
の

２

学
校
・
教
育

市
政
の

市
政
の

聞
き
た
い

聞
き
た
い

青
空
市
民
ク
ラ
ブ

小
郷
ひ
な
子

新
風
く
ら
し
き

尾
﨑
　
勝
也

未
来
ク
ラ
ブ

原
田
　
龍
五

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

時
尾
　
博
幸

未
来
ク
ラ
ブ

矢
野
　
周
子

ランドセルのほかにもたくさんの荷物を
持って登校する小学生

９月定例会
質　問



代
替
食
の
提
供
を
安
全
性
最
優
先
で

慎
重
に
進
め
て
い
く
。
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給
食
で
の
レ
ト
ル
ト
調
理
機
の
導
入

に
当
た
り
、
国
に
照
会
し
た
の
か

　

９
月
補
正
予
算
に
倉
敷
中
央
学
校

給
食
共
同
調
理
場
へ
の
レ
ト
ル
ト
調

理
機
導
入
費
用
が
計
上
さ
れ
た
。
初

め
て
の
こ
と
を
す
る
わ
け
だ
が
、
所

管
の
文
部
科
学
省
に
照
会
し
た
の
か
。

市市　
国
の
見
解
は
示
さ
れ
て
い
る

　

国
の
見
解
は
令
和
元
年
の
通
知
で

示
さ
れ
て
お
り
、
学
校
設
置
者
が
基

準
に
照
ら
し
て
適
切
な
衛
生
管
理
が

確
保
で
き
る
と
判
断
す
る
場
合
、
学
校

給
食
衛
生
管
理
基
準
に
記
載
さ
れ
て

い
る
以
外
の
方
法
を
一
律
に
排
除
す

る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
実

際
に
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
安

全
性
を
確
認
し
な
が
ら
進
め
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
体
制
の

構
築
に
横
断
的
な
組
織
を

　

今
後
、
さ
ら
に
重
要
な
課
題
と
な

る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
見
守
り
体
制

は
。
ま
た
、
支
援
体
制
の
構
築
に
は

横
断
的
な
組
織
が
必
要
で
は
。

市市　
重
層
的
な
支
援
体
制
の
枠
組
み

も
活
用
し
、
引
き
続
き
支
援
す
る

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
見
守
り
を
地

域
に
も
担
っ
て
も
ら
う
た
め
、
市
民

へ
の
出
前
講
座
な
ど
で
理
解
促
進
に

取
り
組
む
ほ
か
、
各
機
関
と
連
携
し
必

要
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

各
機
関
が
横
断

的
に
連
携
し
て

支
援
を
行
う
重

層
的
な
支
援
体

制
の
枠
組
み
も

活
用
し
て
情
報

の
共
有
化
を
図

り
、
引
き
続
き

支
援
し
て
い
く
。
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民
生
委
員
の
な
り
手
の
裾
野
を

広
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
は

　

地
域
の
見
守
り
活
動
な
ど
民
生
委

員
の
役
割
は
欠
か
せ
な
い
が
、
な
り

手
不
足
と
聞
く
。
な
り
手
の
裾
野
を

広
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

市市　
定
期
的
に
広
報
紙
へ
記
事
を
掲

載
す
る
な
ど
役
割
を
知
っ
て
も
ら
う

　

民
生
委
員
の
役
割
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
な
ど
が
大
切
と
考
え
る
。
毎

年
、
５
月
に
は
広
報
紙
で
民
生
委
員

の
役
割
や
活
動
内
容
な
ど
を
紹
介
し
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
（
12
日
）

に
本
庁
や
各
支
所
で
懸
垂
幕
を
掲
げ

て
い
る
。
ま
た
、
３
年
に
１
度
の
一
斉

改
選
で
は
、
広
報
紙
12
月
号
で
１
ペ
ー

ジ
を
使
い
、
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。
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ひ
き
こ
も
り
実
態
調
査
の
方
法
を
研

究
し
、
さ
ら
な
る
支
援
の
取
り
組
み
を

　

他
市
で
は
大
規
模
な
調
査
で
、
ひ

き
こ
も
り
の
実
態
把
握
に
努
め
て
い

る
。
市
も
こ
の
調

査
方
法
を
研
究
し
、

誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
支
援
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
進

め
る
べ
き
で
は
。

市市　
必
要
に
応
じ
て
実
態
調
査
を

含
め
た
支
援
の
手
法
を
研
究
す
る

　

市
で
は
、
複
数
の
関
係
機
関
に
よ

る
多
角
的
な
立
場
で
、
個
々
の
支
援

の
検
討
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
こ
れ

ら
で
得
た
ひ
き
こ
も
り
状
態
の
実
態

や
傾
向
、
当
事
者
の
支
援
ニ
ー
ズ
も

踏
ま
え
、
よ
り
効
果
的
に
支
援
で
き

る
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て
実
態
調
査

を
含
め
た
支
援
の
手
法
を
研
究
す
る
。
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日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
拡
充

に
向
け
て
市
に
で
き
る
こ
と
は

　

認
知
症
高
齢
者
や
知
的
障
が
い
者

な
ど
の
金
銭
管
理
や
各
種
手
続
き
な

ど
を
手
伝
う
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
の
支
援
員
が
不
足
し
て
い
る
。
社
会

福
祉
協
議
会
の
事
業
だ
が
、
拡
充
に

向
け
市
が
側
面
支
援
で
き
な
い
か
。

市市　
市
民
後
見
人
の
養
成
を
通
じ
、

事
業
の
拡
充
に
つ
な
げ
る

　

地
域
で
成
年
後
見
人
な
ど
を
担
う

市
民
後
見
人
を
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
養
成
し
て
い
る
。
希
望
す
る

市
民
後
見
人
は
日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
支
援
員
と
し
て
も
活
動
し
て
お

り
、
事
業
の

拡
充
に
つ
な

が
る
。
今
後

も
養
成
を
進

め
側
面
支
援

に
努
め
る
。

３

健
康
・
福
祉

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

田
辺
　
牧
美

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

藤
原
　
薫
子

新
風
く
ら
し
き

平
井
　
俊
光

公
明
党
倉
敷
市
議
団

新
垣
　
敦
子

新
風
く
ら
し
き

芦
田
　
泰
宏



Ａ
Ｅ
Ｄ
は
夜
間
に
持
ち
出
し
可
能

な
場
所
に
移
設
す
べ
き
で
は

　

市
内
の
公
共
施
設

２
４
４
カ
所
に
設
置
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
う
ち
、
夜
間

に
持
ち
出
し
可
能
な
台

数
は
。
ま
た
、
夜
間
に
持
ち
出
せ
な

い
も
の
は
移
設
の
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
ど
う
か
。

市市　
設
置
者
に
対
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
周
知
に
努
め
る

　

小
・
中
学
校
な
ど
１
１
６
カ
所
で

夜
間
の
持
ち
出
し
が
可
能
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
設
置
場
所
を
広
報

す
る
と
と
も
に
、
設
置
者
に
対
し
、

可
能
な
限
り
誰
も
が
24
時
間
使
用
で

き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
「
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
適
正
配
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
周
知
に
努
め
る
。

食
品
廃
棄
ゼ
ロ
エ
リ
ア
創
出
の
推
進

モ
デ
ル
事
業
に
応
募
す
べ
き
で
は

　

学
校
給
食
共
同
調
理
場
を
、
食
育

や
廃
棄
物
の
３
Ｒ
促
進
を
図
る
施
設

と
し
て
、
市
民
に
示
す
こ
と
が
重
要
。

国
が
募
集
し
て
い
る
、
３
Ｒ
推
進
の

食
品
廃
棄
ゼ
ロ
エ
リ
ア
創
出
の
推
進

モ
デ
ル
事
業
に
応
募
す
べ
き
で
は
。

市市　
令
和
５
年
度
に
向
け
応
募
を
検
討

　

倉
敷
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場

で
は
、
導
入
予
定
の
レ
ト
ル
ト
調
理

機
を
活
用
し
、
旬
の
時
期
に
大
量
に

採
れ
る
食
材
や
、
規
格
外
野
菜
の
一

次
加
工
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
た
い

と
考
え
て
お
り
、
推
進
モ
デ
ル
事
業

に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
向
け

て
応
募
を
検
討
す
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

今
後
の
自
己
託
送
事
業
の
計
画
は

　

整
備
中
の
（
仮
称
）
倉
敷
西
部
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
今
後
発
電
を
行

う
予
定
と
聞
く
が
、
自
己
託
送
事
業

も
併
せ
て
行
う
計
画
か
。
そ
の
場
合
、

施
設
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
の
見
込
み
は
。

市市　
水
島
清
掃
工
場
で
の
事
業
を

踏
ま
え
て
今
後
導
入
を
検
討
す
る

　

令
和
４
年
度
に
水
島
清
掃
工
場
で

自
己
託
送
を
行
い
、
電
力
需
給
の
バ

ラ
ン
ス
が
う
ま
く
い
く
か
な
ど
、
状

況
を
見
て
今
後
の
導
入
を
検
討
す
る
。

Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
は
、
水
島
清
掃
工
場
が

年
間
約
２
５
２
ト
ン
、
令
和
７
年
度

に
稼
働
予
定
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

が
年
間
約
４
６
０
ト
ン
を
見
込
む
。

※
自
己
託
送
・
・
・
発
電
設
備
を
持
つ
者
が
、

そ
の
設
備
で
発
電
し
た
電
気
を
他
の
自
己
施

設
へ
送
電
し
使
用
す
る
こ
と

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

原
油
価
格
高
騰
対
策
家
庭
用
電
気
自

動
車
導
入
支
援
事
業
の
対
象
者
は

　
原
油
価
格
高
騰
に
加
え
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
に
も
資
す
る
家
庭
用
電
気
自
動

車
の
購
入
経
費
に
対
す
る
補
助
金
の

対
象
者
や
期
間
な
ど
は
。

市市　
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
個
人

や
個
人
事
業
主
で
、
１
人
１
台

　

補
助
額
は
１
台
あ
た
り
15
万
円
で

３
０
０
台
分
を
予
定
。
補
助
対
象
者

は
、
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
個
人

や
個
人
事
業
主
で
、
１
人
１
台
。
対

象
車
両
は
、
令
和
４
年
４
月
１
日
以

降
に
新
規
に
車
両

登
録
さ
れ
た
電
気

自
動
車
で
、
申
請

期
限
は
令
和
５
年

２
月
28
日
ま
で
と

す
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
を

　

地
域
の
持
続
的
発
展
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
地
域
経
済
を
支
え
る
中

小
企
業
な
ど
を
重
視
し
た
施
策
へ
の

転
換
が
重
要
で
あ
る
。
中
小
企
業
の

重
要
性
を
市
全
体
の
共
通
認
識
と
す

る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
振
興
基
本

条
例
の
制
定
を
求
め
る
。

市市　
条
例
の
制
定
は
引
き
続
き
検
討

す
る

　

市
で
は
、
第
七
次
総
合
計
画
の
市

の
施
策
に
お
け
る
基
本
方
針
や
商
工

業
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
に
示
し
た
基
本

戦
略
に
基
づ
き
、
商
工
団
体
、
金
融

機
関
な
ど
と
連
携
し
て
中
小
企
業
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
す
る
。

４４

環
境
・
商
工

新
政
ク
ラ
ブ

瀧
本
　
　
寛

公
明
党
倉
敷
市
議
団

薮
田
　
尊
典

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

三
宅
　
誠
志

新
政
ク
ラ
ブ

松
成
　
康
昭

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

田
口
　
明
子



再
整
備
中
で
あ
る
水
島
緑
地
福
田

公
園
の
工
事
の
進
捗
状
況
は

　

現
在
、
再
整
備
中
で
あ
る
水
島
緑

地
福
田
公
園
の
、
工
事
の
進
捗
状
況

お
よ
び
今
後
の
工
事
予
定
は
。

市市　
現
在
、
人
工
芝
と
天
然
芝
の

サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
場
を
整
備
中

　
令
和
４
年

度
中
の
供
用

開
始
を
目
指

し
、
陸
上
競

技
場
跡
地
に

人
工
芝
の

サ
ッ
カ
ー
・

ラ
グ
ビ
ー
場

を
整
備
中
。

ま
た
、
天
然

芝
の
サ
ッ

カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
場
は
、
令
和
５
年

度
中
の
供
用
開
始
に
向
け
、
外
周
に

防
球
ネ
ッ
ト
を
整
備
中
。
令
和
５
年

度
以
降
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
周
辺
の

園
路
な
ど
の
整
備
を
進
め
、
市
民
に

快
適
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
提
供
す
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

市
の
空
き
家
対
策
へ
の
取
り
組
み
は

　
全
国
的
に
空
き
家
が
増
え
る
中
、
他

市
で
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
設
置
や

改
修
費
用
の
助
成
、
リ
フ
ォ
ー
ム
し

た
空
き
家
の
低
賃
金
で
の
貸
し
出
し

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
も
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

市市　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
年
度
内

運
用
開
始
に
向
け
準
備
し
て
い
る

　

平
成
29
年
度
か
ら
空
き
家
対
策
の

総
合
相
談
会
な
ど
を
開
催
し
て
お
り
、

令
和
３
年
度
か
ら
は
、
居
住
誘
導
区

域
内
の
空
き
家
改
修
費
用
の
助
成
を

始
め
た
。
ま
た
、
年
度
内
に
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
を
創
設
し
、
運
用
開
始

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

市
立
図
書
館
へ
の
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
は
既
に
決
定
し
て
い
る
の
か

　

市
立
図
書
館
へ
の
指
定
管
理
者
制

度
導
入
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
議
会

質
問
に
対
し
、
市
は
一
貫
し
て
「
民

間
活
力
の
導
入
」
と
い
う
言
葉
を
使

い
答
え
て
い
る
。
民
間
活
力
の
導
入
、

つ
ま
り
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
は

既
に
決
定
し
て
い
る
の
か
。

市市　
現
時
点
で
は
決
定
し
て
い
な
い

　

市
立
図
書
館
の
今
後
の
運
営
方
針

は
、
民
間
活
力
の
導
入
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
今
年
度
末
ま
で
に
決
定
す

る
。
現
在
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
図

書
館
協
議
会

の
意
見
を
参

考
に
検
討
し

て
お
り
、
現

時
点
で
、
指

定
管
理
者
制

度
の
導
入
は

決
定
し
て
い

な
い
。

下
水
道
管
な
ど
の
耐
震
化
の
現
状
は

　

南
海
ト
ラ
フ
な
ど
巨
大
地
震
で
は
、

上
下
水
道
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る

が
、
下
水
道
管
な
ど
施
設
の
耐
震
化

の
現
状
は
。
ま
た
、
今
後
は
仮
設
ト

イ
レ
の
配
置
な
ど
も
市
の
地
震
対
策

事
業
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
で
は
。

市市　
現
在
の
下
水
道
管
路
の
耐
震
化

率
は
91
・
６
％
ま
で
進
ん
で
い
る

　

現
在
の
下
水
道
管
路
の
耐
震
化
率

は
91
・
６
％
で
、
市
内
４
カ
所
の
下

水
処
理
場
で
は
、
地
震
時
で
も
公
衆

衛
生
上
必
要
な
下
水
処
理
が
行
え
る

よ
う
、
先
行
し
て
ポ
ン
プ
機
能
と
消

毒
機
能
を
確
保
し
て
い

る
。
今
後
、
仮
設
ト
イ

レ
の
配
置
に
つ
い
て
も

計
画
的
に
進
め
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

旧
統
一
協
会
及
び
関
連
団
体
へ
の

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
の
見
解
は

　

旧
統
一
協
会
お
よ
び
関
連
団
体
の

活
動
に
お
墨
付
き
を
与
え
な
い
た
め

に
も
、
市
が
こ
う
し
た
団
体
と
関
係

を
持
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

市市　
今
後
の
後
援
な
ど
は
行
わ
な
い

　

旧
統
一
教
会
は
、
社
会
的
に
問
題

が
指
摘
さ
れ
る
団
体
と
認
識
し
て
お

り
、
今
後
の
後
援
な
ど
は
行
わ
な
い
。

民
間
団
体
が
主
催
す
る
行
事
へ
の
後

援
な
ど
を
審
査
す
る
際
に
は
、
行
事

の
目
的
お
よ
び
内
容
が
適
切
か
を
精

査
す
る
と
と
も
に
、
主
催
者
お
よ
び

そ
の
関
連
団
体
に
つ
い
て
も
社
会
的

に
問
題
が
な
い
か
慎
重
に
審
査
す
る
。

５

防
災
・
総
務

く
ら
し
・
生
活

新
政
ク
ラ
ブ

大
守
　
秀
行

公
明
党
倉
敷
市
議
団

中
西
　
善
之

未
来
ク
ラ
ブ

山
畑
　
滝
男

公
明
党
倉
敷
市
議
団

井
出
　
妙
子

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

末
田
　
正
彦

人工芝の敷設など、サッカー・ラグビー場の整備が
進められている水島緑地福田公園



件　　名 結果 創 未 公 政 風 共 青 無

令和４年度倉敷市一般会計補正予算（第３号）
　新型コロナウイルス感染症対策に要する経費として、　ＰＣＲ検査委託料や患者の健康管理業務な
どの経費の追加分、感染症拡大防止のため高齢者施設の従事者に抗原検査を実施する経費など。物価
高騰対策に要する経費として、水道料金の基本料金２期分（４カ月分）相当額を市が負担する家庭・
企業への経済支援や、原油価格高騰対策、ゼロカーボンにも資する家庭用電気自動車の購入経費に対
する補助金。地域経済活性化策に要する経費として、インバウンド回復に向けた観光プロモーション
の経費、農業経営収入保険に加入して経営の安定化を図る農家に保険料の一部を助成する経費など。
浸水対策として河川、排水機場、ため池の改修などを行う経費。移住定住を促進するため児島下津井
地区に地域密着・交流型の滞在施設を整備する経費。食物アレルギーのある児童・生徒に代替食を提
供するためレトルト調理機を導入する経費など、約１０９億３，４００万円の増額を計上。また、ゼ
ロカーボンシティの実現に向けて、水島清掃工場で発電した電気を他の公共施設へも供給するための
自己託送支援業務委託料、公立認定こども園や小学校の調理業務委託料、（仮称）児島学校給食共同
調理場整備運営事業費などについて債務負担行為を設定。

（×のところは、給食調理場整備は自校直営方式で行うべきであり、調理業務の民間委託、ＰＦＩ手
法は認められないなどとして、茶屋町小学校調理業務委託事業、レトルト調理機購入、（仮称）児島
学校給食共同調理場整備運営事業、公立認定こども園調理業務委託事業について反対。）　

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

令和４年度倉敷市一般会計補正予算（第４号）
　国の「電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金」の給付決定に伴い、住民税非課税世帯など
に対して、１世帯につき５万円を給付するための事業費、約３２億８，１００万円の増額を計上。

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度倉敷市一般会計補正予算（第５号）
　国が「電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金」を創設したことに伴い、エネルギーな
どの価格高騰の影響を受けている福祉サービス事業所や農業者、中小企業者などの経営を支援するた
めの経費、食料品価格高騰の影響を受けている子育て世帯の小中学校給食費１カ月分を市が負担する
ための経費、G ７労働雇用大臣会合の開催に向けた準備経費など、約１５億４，７００万円の増額を
計上。

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（仮称）倉敷学校給食共同調理場・防災備蓄倉庫整備運営事業契約の締結について
（×のところは、ＰＦＩ方式での事業実施、給食調理場を共同調理場方式で整備することについて反
対。）

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

令和３年度倉敷市一般会計歳入歳出決算の認定について
（×のところは、少年自然の家ＰＦＩ施設整備運営事業費、共同調理場建設費、倉敷駅付近連続立体
交差事業費、企業立地促進奨励金について反対。）

認定 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

● 市長提出議案など（予算案６件、条例案１８件、事件案１１件、人事案２件、決算１２件、報告３件のうち主なものおよび賛否の分かれたものを掲載）

６

創ーくらしき創生クラブ　未－未来クラブ　公－公明党倉敷市議団　政－新政クラブ
風－新風くらしき　共－日本共産党倉敷市議会議員団　青－青空市民クラブ　無ー無会派議員

○：賛成   ×：反対(　　　　　)議案等審議状況

● 議員提出議案
件　　名 結果 創 未 公 政 風 共 青 無

教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引上げを図るための２０２３年度政府予算に係る意
見書の提出について
　２０２３年度政府予算編成において、３５人学級を早急に実現し、また、３０人学級などさらなる
少人数学級について検討すること、加配の増員や少数職種の配置増など教職員定数改善を推進するこ
と、少人数学級実施のための加配を削減しないこと、地方財政を確保した上で義務教育費国庫負担制
度の負担割合を引き上げることが実現されるよう強く要望する。（同趣旨の意見書を国に提出。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

件　　名 結果 創 未 公 政 風 共 青 無

教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引上げを図るための２０２３年度政府予算に係る意
見書の提出について（内容は下記の議員提出議案に記載しています。） 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

● 請願（請願とは・・・市民の皆さまの市政に関する要望や意見）

無 会 派

秋田　安幸
塩津　　学

※

新　　風
くらしき
芦田　泰宏
尾﨑　勝也
中島　光浩
日向　　豊
平井　俊光

【          】未来クラブ【          】
赤澤　幹温
大橋　　賢
片山　貴光
原田　龍五
矢野　周子
山畑　滝男
若林　昭雄
中西　公仁

大橋　健良
大守　秀行
塩津　孝明
瀧本　　寛
松成　康昭

くらしき
創生クラブ
荒木　竜二
伊東　裕紀
北畠　克彦
時尾　博幸
難波　朋裕
藤原　薫子
三村　英世
森　　　守
守屋　弘志

【          】
会　派　構　成

日本共産党
倉敷市議会
議　員　団
末田　正彦
田口　明子
田辺　牧美
三宅　誠志

【           】公 明 党
倉敷市議団

井出　妙子
生水　耕二
梶田　省三
中西　善之
新垣　敦子
薮田　尊典
仙田　貴孝

【          】 青空市民
ク ラ ブ

小郷ひな子
齋藤武次郎
藤井　昭佐

【          】

議長のため採決に加わらず

新政クラブ【          】 【          】

（無会派：会派に属さない議員）

※
今期定例会欠席



　　　　　　７

      
  〔全会計共通〕
   ＊甚大な被害を受けた真備地区においては、被災者が一刻も早く、安心した生活を取り戻せるよう真備地区復興計画を着実に推進していくと
   ともに、他地区においても、市民の生命・財産を守る防災・減災対策を中心とする公共事業の確実な遂行に努められたい。
   ＊各種未収金の収納について努力を続けられているが、引き続き、財源の確保および負担の公平性の見地から、確実な収納に努められたい。
   〔一般会計〕
   ＊県営工事負担金に係る本市への負担金のうち、都市計画事業の負担率について、県内他市と同じ水準の１００分の３０に軽減するよう県に
   強く要望されたい。
   ＊国、県補助の確保に積極的に努めるとともに、事業の計画・推進に当たっては、限られた財源を効率的に活用されたい。
   ＊県の医療費公費負担補助事業の補助率は、全国の中核市で最低の補助率であり、県内他市と同じ水準の２分の１へ戻すよう県に強く要望さ
   れたい。
   ＊全ての学校園の必要な箇所へのエアコン設置を、一日も早く実現できるよう努められたい。
   〔特別会計〕
   （国民健康保険）
   ＊国民健康保険の安定的な事業運営に向けて、県内他市とも連携を図り、国および県に対し財政措置の拡充を求めるなど、必要な財源確保に
   努められたい。
   ＊国保特定健診について、さまざまな対策の実施により、受診率は向上しているが、その趣旨が一層理解されるよう周知に努め、さらなる受
   診率の向上に向け、引き続き努力されたい。
   （介護保険）
   ＊減免制度および調整交付金について、地方の実態を反映した介護保険制度の見直しを国に対し申し入れされたい。
   ＊地域密着型特別養護老人ホームなどの施設の整備や支援の充実など、必要なサービスを必要な時に受けられる体制の整備をすすめ、待機者
   が解消されるよう、関係機関に強く申し入れされたい。
   （後期高齢者医療）
   ＊後期高齢者医療制度の円滑な運営を図るため、保険料の上昇を抑制する措置を継続するとともに、国の責任において十分な財政措置を講じ
   ることを申し入れされたい。

　● 予算決算委員会からの意見　

　令和 3 年度の倉敷市一般会計、特別会計、財産区会計、企業会計の各決算について、令和 4 年９月１4 日・15 日・20 日・22 日・
２8 日の５日間にわたり予算決算委員会で審査を行い、９月 30 日の本会議において、次のとおり意見を付して認定しました。令和 3 年度 決算

次号の表紙写真を募集します！！

（１）応募者氏名（ペンネームを希望される場合も連絡先と氏名が書いてあることが必要です。）
（２）電話番号　（３）撮影場所　（４）作品タイトル　（５）作品へのコメント（※任意　50 文字以内）
　　を明記の上、写真データ（目安１ＭＢ～ 10 ＭＢ）を提出してください。

【メールの場合】必要事項を入力の上、写真データを cins-chosa@city.kurashiki.okayama.jp までお送りください。
【郵送の場合】　 写真データを記録したＣＤ－Ｒなどの記録メディアに、必要事項を記入した紙を添えて、
　　　　　　　 〒 710-8565　倉敷市西中新田 640　倉敷市議会事務局議事調査課宛に郵送してください。

※必ず写真データで提出をお願いします。現像したものや印刷したものなどで提出の場合は掲載できません。
※ご応募いただいた写真データなどは返却いたしません。採用作品の発表は、紙面への
　掲載をもってかえさせていただきます。
※詳しくは、市議会ホームページ（市議会だより表紙写真募集案内）をご覧ください。

　あなたが撮った写真が「市議会だより」の表紙になります。テーマは自由です。市内のイベント、風景など、
倉敷市の魅力あふれる写真をお送りください。採用になった作品は、次号の表紙に掲載いたします。

● 募集期間
● 応募方法

あなたのお気に入りの１枚を
送ってください。ご応募お待ちしています！

市議会からのお知らせ
＊市議会に傍聴に来られる皆様へ

【本会議・予算決算委員会】　定員６４人（先着順）
　低層棟４階傍聴席入り口で傍聴券に記入してご入場ください。
車いすスペースもあります。団体でお越しの場合は、３階の議会
事務局受付で団体手続が可能です。
※定例会は年４回開催されます。臨時会が開催されることもあります。

【委員会（予算決算委員会を除く）】　定員５人
　委員会開会の１５分前までに議会事務局受付で傍聴受付票を
ご提出ください。希望者多数の場合は抽選になります。
※各常任委員会は月に１回程度開催されます。日程は、開催の約２週
　間前に決まり、ホームページなどでお知らせします。
なお、新型コロナウイルス感染症の状況などにより、対応を変更する
場合がありますので、ご了承ください。

※正式には開会予定日の 1 週間前に開催される議会運営委員会で決まります。

　（令和４年 12 月期募集）　令和 4 年 12 月 1 日（木）～ 令和５年１月 20 日（金）

倉敷市議会 第４回定例会日程 ( 予定 )
月 日 ( 曜日 ) 会議日程

12

２ ( 金 ) 本会議：開会、議案上程、提案理由説明
８ ( 木 )、９( 金 ) 

12 ( 月 ) 本会議：質問

13 ( 火 ) 本会議：質問
委員会：予算決算

14 ( 水 ) 委員会（予算決算分科会）
：市民文教 ･ 文化産業

15 ( 木 ) 委員会（予算決算分科会）
：総務 ･ 建設消防

16 ( 金 ) 委員会（予算決算分科会）
：保健福祉 ･ 環境水道

20 ( 火 ) 委員会：予算決算
22 ( 木 ) 本会議：委員長報告 ､ 議決 ､ 閉会



８８

市議会だよりの表紙写真を募集します！市議会だよりの表紙写真を募集します！
あなたならではの視点で倉敷の魅力を写真に収め、お送りください。たくさんのご応募お待ちしています。あなたならではの視点で倉敷の魅力を写真に収め、お送りください。たくさんのご応募お待ちしています。

表紙写真の募集開始表紙写真の募集開始  ２周年２周年

応募についての詳細は７ページをご参照ください。応募についての詳細は７ページをご参照ください。

　　令和２年１２月号で、市議会だよりの表紙写真の募集を始めてから２年が経ちました。毎回、たくさん令和２年１２月号で、市議会だよりの表紙写真の募集を始めてから２年が経ちました。毎回、たくさん
の魅力あふれる写真をご応募いただきありがとうございます。これまで、８つの作品に表紙を飾っていたの魅力あふれる写真をご応募いただきありがとうございます。これまで、８つの作品に表紙を飾っていた
だきました。だきました。
　このたび、２周年の節目を迎えるにあたり、応募くださった皆さまへの感謝を込めて、いずれも素晴ら　このたび、２周年の節目を迎えるにあたり、応募くださった皆さまへの感謝を込めて、いずれも素晴ら
しい応募作品の中から、一部ではありますがご紹介します。しい応募作品の中から、一部ではありますがご紹介します。


